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１ 第2次佐賀市スポーツ推進計画の位置づけ

第2次佐賀市総合計画

（2015年度～ 2024年度）

～豊かな自然と子供の笑顔が

輝くまち さが～

【国】第2期スポーツ基本計画

（2017年度～ 2021年度）

～スポーツを通じて幸福で豊かな生活を

営むことは、全ての人々の権利～

第2次佐賀市スポーツ推進計画(仮称)

【計画期間】2020年～2024年

＊スポーツ基本法第10条に規定する「地方スポーツ推進計画」
＊第2次佐賀市総合計画で定めた本市の将来像「豊かな自然と子供の笑顔が輝く

まち さが」の実現に向け、本市のスポーツ推進のあり方を定めた「個別計画」

根拠・参考 実現に向けた個別計画



２ スポーツを取り巻く本市の現状と課題

子どもの体力・運動能
力の低下

高齢社会の進展

地域コミュニティの希
薄化

人々の価値観、ライフ
スタイルの多様化

現状と課題

・地域イベントの運営スタッフ不足
・地域主催のイベントに参加者が集まらない

・スポーツの個人主義化の傾向（ジム等）
・子育て世代や女性のスポーツ離れ
・新しいスタイルのスポーツへのソフト・ハー

ド面での対応

・予防や健康増進を目的としたスポーツプログ
ラム需要の増加

・スポーツを通じた健康長寿の達成

・子どものスポーツ実施の二極化
・学校部活動の存続の受け皿の検討
・スポーツに親しむ機会と環境の創出

東京ｵﾘ･ﾊﾟﾗ、佐賀国ｽﾎﾟ･
全障ｽﾎﾟ開催によるスポ
ーツ機運の高まり

・「する」「みる」「支える」の様々な角度で
の、大会開催に向けた機運醸成

・競技力向上に向けた関係機関との連携
・競技人口拡大のための裾野の拡大

スポーツが好きな
子どもを増やす

高齢者のスポーツ未
実施者へのきっかけ
づくり

市主催イベントの内容
の充実

地域が実施するイベン
トとの連携

子育て世代・女性にス
ポーツ実施率の向上

オフィススポーツへの
支援の検討

機運の高まりを維持
し、様々な主体によ
る継続的なスポーツ
活動の推進



３-1 スポーツ推進の方向性
生涯を通じてスポーツができる社会の実現

市民のライフステージに応じた健康・体力づくりを進めるため、誰もが、いつでも、
どこでも、いつまでもスポーツができる環境づくりを推進し、スポーツ実施者数を増や
す。

スポーツを通じた住民主体のまちづくり

2023年開催予定の佐賀国スポ・全障スポを契機として、スポーツに対する機運を
高め、さらに、スポーツで地域住民がつながることで、共生社会、健康長寿社会の実現、
地域の活性化などを実現し、地域の課題解決に貢献する。

自治会・老人会・公民館
まちづくり協議会
協働推進課・公民館支援課

市体育協会・競技団体

スポーツ少年団
レクリエーション協会
総合型地域スポーツクラブ

県
健康づくり課・高齢福祉課
障がい福祉課・教育委員会

行政
地域
住民

学校 企業

関係団体
職場スポーツクラブ
ジム・フィットネスク
ラブ

学校部活動
ＰＴＡ

『スポーツ』を通じた
各分野との連携・協働



３-2 スポーツ推進の目指す姿（成果目標）

成果指標
単
位

基準値
(2013)

現在値
(2017)

将来目標値
（2024）

日常的に（週に1回以上）
運動・スポーツをしている
市民の割合

％
48.5 47.2 60.0

運動やスポーツが好きな小
中学生の割合

％ － 89.1 92.0

<総合計画見直し（案）より>

市民誰もが、生涯を通じてスポーツに親しむことができ、
いきいきと暮らしている

追加提案

成果
目標



市民誰もが、生涯を通じてスポーツに親しむことができ、
いきいきと暮らしている

成果
目標

生涯スポーツの推進
スポーツ施設の

整備と活用
競技スポーツの推進

◇総合型地域スポーツクラブの
育成、スポーツ推進委員を中心
とした「地域スポーツ」の推進

◇障がいのあるなしに関わらず
市民が気軽にスポーツにかかわ
ることができる環境づくり

◇スポーツを支えるボランティ
アの育成

◇スポーツ実施率の低い層に向
けた効果的な事業等の実施

◇スポーツ競技会の開催、適正
な指導による少年スポーツの充
実を図るためのスポーツ指導者
の育成・強化、各種大会への派
遣・援助などを行い、競技力の
向上に努める

◇国内外のトップレベルチーム
の合宿やキャンプを誘致し、市
民との交流の機会を創出する

◇関係団体と連携したアスリー
ト発掘・育成のため競技人口の
裾野拡大を図る。

◇スポーツ施設の有効活用と環
境整備

◇市内施設の情報提供の充実

◇新しいスタイルのスポーツへ
の対応

４ 成果目標実現に向けた3つの柱（基本施策）



５ 具体的施策①

生涯スポーツの推進

体育協会

教育委員会

子ども家庭課

PTA協議会

スポーツ少年団

競技団体

県

県障がい者スポ
ーツ協会

総合型地域スポ
ーツクラブ

自治会協議会

まちづくり協議会

地域政策課

協働推進課

公民館支援課

連携機関

子どもが集まる場へのスポーツの導入

ニュースポーツや障害者スポーツの紹介

スポーツボランティアの体験

具体的施策

具体的取組
徒歩圏内でのスポーツ教室

情報発信による機運の醸成

ライフステージに応じたスポーツの推進 ～いつでも！スポーツ～

スポーツを通した青少年の健全育成 ～子どもへのまなざし100％！スポーツ～

障がい者スポーツの推進 ～みんなで！スポーツ～

スポーツの場を支える人材の養成・支援 ～支えよう！スポーツ～

スポーツ情報の充実 ～おしえて！スポーツ～



５ 具体的施策②

競技スポーツの推進

具体的施策

具体的取組
上位大会への出場支援

トップアスリートとの交流

指導者育成・資質向上

大規模大会の誘致

スポーツ指導者等の資質向上

競技力向上のための連携と支援

各種競技大会の開催支援

スポーツ好循環の創出

アスリート発掘育成のための競技人口の裾野拡大

体育協会

競技団体

県

県障がい者スポ
ーツ協会

教育委員会

子ども家庭課

PTA協議会

スポーツ少年団

総合型地域スポ
ーツクラブ

連携機関



５ 具体的施策③

スポーツ施設の整備と活用

具体的施策

具体的取組 学校体育施設の活用

国スポ等に対応した大規模大会が可能な施設整備の検討

学校体育施設の備品整備

ユニバーサルデザイン化の推進

スポーツ施設からの情報発信

種目に応じた備品の整備

スポーツ施設の整備・充実

スポーツ施設の管理・運営

学校体育施設の有効活用

施設の情報提供の充実
体育館6ヶ所

武道場3ヶ所

スポーツルーム等3ヶ所

健康増進施設1ヶ所

グラウンド15ヶ所

サッカー・ラグビー場1ヶ所

野球場1ヶ所

テニスコート5ヶ所

屋外プール2ヶ所

相撲場1ヶ所

民間のスポーツ施設

市内施設


